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1 Bp-1　　　　洗剤中の界面活性剤の生分解性について

　　　　　　　青山学院女短大　阿部幸子

　環境問題特別委員会で作成した生活環境問題整理マップでは、問題を５群に分類整理し

ているが、このうち「生活環境と生産・消費の関わり」では、生産や消費活動に伴う環境

汚染により、生活に関わる様々な問題が起こっていることが指摘されている。その一つに

家庭排水による水質汚濁があげられており、洗濯による水環境への影響も考慮すべき大き
な問題である。

　洗剤の成分には、有機物である界面活性剤、および主として無機物であるビルダーが含

まれるが、演者は界面活性剤の土壌や水環境における消失現象、特に生分解に関して検討

を行っている。合成洗剤にはＬＡＳ、AS、AOSなどの陰イオン界面活性剤やAEなど

の非イオン界面活性剤が用いられているが、石けんも含めて現在使われている界面活性剤

はいずれも生分解性をもっている。多摩川中流域の河川水を用いたダイ・アウェイ法によ

る生分解試験によれば、活性剤の種類によって分解速度には差があり、とくにＬＡＳは濃
度の増加、温度の低下にともなって、究極的な分解が起こり全ての分子が無機化するまで

にかなり長時間を必要とする。最近の合成洗剤には数種の界面活性剤が配合され、また環

境中には各種の活性剤が排出されており、数種の活性斉qの共存系での生分解性についても

検討を行ったところ、易分解性のものから先に分解消失することが確認された。最近では

全国的に河川の浄化が進み、MBAS濃度が基準値を超える河川は減少したが、なお生活
排水によるに水質汚濁が著しい河川も多いことが報告されている。きれいな河川を保持す

るためにどのような洗濯がよいか、洗剤の環境影響、洗浄効果など総合的に考えたい。

I Bp- 2 (P) 洗剤用蛍光増白剤の環境中における消失

　　　　　　東京家政大家政　○片山倫子　八木滓晶子　宮崎伊津子

　衣料用洗剤の主成分である界面活性剤については生分解性に関する研究が非常に盛んで
あり多くの報告が出されているが、洗剤用蛍光増白剤の生分解性や分解菌に関する研究は
非常に少ない。代表的な洗剤用蛍光増白剤（FWA-1）について活性汚泥法および土壌環

流法による生分解実験をおこない生分解性をしらべたところ、衣料用洗剤に配合されてい
る代表的なアニオン界面活性剤に比べて著しく難分解性の物質であることが判明した。
　また、FWA- 1の光分解性について、ＨＰＬＣによる分析をおこないFWA- 1の光分
解によって生じる数種の光分解生成物の吸収スペクトルに関する惰報を得るとともに、光
分解過程を追跡し、光分解による光分解生成物の推移を明らかにした。

　さらにFWA- 1の光分解生成物を共存させた系において生分解性をを検討したところ、
数株のブタン資化性菌により容易に生分解し、新しい生成物B'に変化するFWA･1の光
分解生成物（Ｐとする）の存在を見出した。

　そこで、光分解生成物Ｐを得るために、FWA- 1水溶液を露光し、ＨＰＬＣによりＰの
みを分取する条件を検討し、多量の分取に成功した。得られた光分解生成物Ｐについて分
析したところ、NMR、マススペクトル、I Rにより化学構造が明らかになった。ここで

得られた光分解生成物Ｐの化学構造は、FWA- 1の光分解に関するGugliel mettiの報告
の中の光分解で出現する数種の光分解生成物の１種であることがわかった。
　以上のような経過を経て、洗剤用蛍光増白剤の環境における主な消失過程として考えら
れる生分解による消失および光分解による消失について、さらに検討をつづけている。
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